


























年の簿記書 (A.Malcolm.， A Treatise 01 
Book-keePing，or， Merchants Accounts， in the 








































































































































































































































































































































和 34年 10月)， r財産法と勘定学説J(向上，














上， 110巻4号・昭和39年10月〉が， A The-
ory on the Nature of Double-Entry Book-
keeping， The Anuals of the School of Bu-








































































































































































































































































く借方〉売掛金 80 (貸方〉売上収益 80 
と仕訳がなされる(すなわちこのような取引
を想定するが)，それはまた






































































































































































































































































Kontentheorie von Prof. Dr. Yamashita 
となっている。 I山下勘定学説」と L、うべき
ものであるが， 日本語題名の欧文訳に苦心し










































































































































































































しているが， 4月， 5月の 2カ月はこれを学
んだ。昭和15年，支那事変という名で日中戦
争がたたかわれていたが，まだ田舎はのどか
であった。その頃の教科書は大正期のなごり
があった。今日では単式簿記についてはこと
さらに勉強しないし，複式簿記をぷっつけに
ならう。教科書の複式簿記の部のはじめに複
式簿記の定義があったが，何かむずかしL、こ
とを言っているなあと思った記憶が残ってい
る。先生(明治大学教授となられた三谷茂
先生であった〉が，いずれ理解できるように
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なるとあっさり流されたが，簿記ではこれが
まず必要だとされて「資産増加は借方に，資
産減少は貸方に。負債減少は借方に，負債増
加は貸方に。資本減少は借方に，資本増加は
貸方に。費用(損失といったか〉の発生は借
方に，収益〔利益といったか〉の発生は貸方
に記入する」と Lづ文章をただ暗記させられ
た。棒暗記であった。これを取引の仕訳に適
用できるようになるまでは若干の時聞がかか
った。それぞれの概念もしらず，まして資本
の簿記的意味は理解できず，またしようとも
しなかったように思う。
暗記した「仕訳の法則」の取引仕訳への適
用が問題だったが，むしろ「こう Lづ取引の
仕訳はこうなる」とL寸具体例の暗記であっ
たようにもおもう。そのなかから法則性とい
うか，傾向・類似性による分類を機械的にお
ぼえたかもしれない。法則性の発見一一これ
は昔(昭和15年〉学期試験の前日の試験勉強
のなかで，夕日のさしこむ物置小屋の二階で，
何かコツをえとくしたようにおもう。これに
よって仕訳をすることが楽になったが，
(借方)
資産の増加
負債の減少
資本の減少
費用の発生
(貸方)
資産の減少
負債の増加
資本の増加
収益の発生
とL寸分類になるが，借方に分類記入される
もの，貸方に分類記入されるものが示されて
L、るが，これらの要素聞の結びつき一一借方
要因であれば，貸方要因との結びつき方(手
の出し方〉の図示と暗記の文章との結合は14
歳でははっきり理解できなかった。しかしな
んとはなしに「簿記」の成績はよかった。要
素聞の結びつきの図示が暗記と結びついたと
き物的二勘定説理解の芽が出てきたときであ
ろう。
ここで「資本」とLづ概念=用語が出てく
るが，これは「貸方」側に仕訳することのむ
ずかしさを感じた。資本とL、う語感と簿記的
術語のもつ意味のギャップでもあるが，この
説明のまわりくどさを初歩的段階ではあるが，
かすかに感じた記憶がある。資本は企業にと
っていずれ返還せねばならぬ負債であるとい
う資本負債説の説明をうけた。これによらな
ければ貸方に仕訳する説明はつかなかった。
これが資本負債説であって，当時の一般的説
明であったようだ。資本名目勘定説は問題に
ならなかった。
久野教授はいわゆる人的学説(擬人説〕に
ついて，これは学説などとしづ大げさなもの
でなく，擬人的教授方法とLづ性質のもので
あるといわれる。ここに勘定理論と勘定記入
方法論の差をとしこの差の認識から取引入
要素説は展開するが，簿記教授法であって，
勘定分類形式であるが，簿記学習の第一歩は
ここから始まる。久野教授は明治28年の下野
直太郎説からはじめ，明治44年の吉田良三教
授の取引入要素説，そして取引十要素説を招
介する。ここにおいて財貨，信用(債権・債
務〉の増減とともに，すでに費用(=損費)，
収益(=利益〉とL寸取引要素が認識されて
いる。これらが太田教授によって，ハットフ
ィールドの等式説のうらづけによって体系化
がなされてくる。これらが一般化して関連図
が画かれる。取引八要素説の完成した図式を
示そう。
(借方) (貸方)
資産の増加、--- ---7 資産の減少
負債の減少〈ご~τ与負債の増加
資本の減少そ二ラぞこう資本の増加
損費の増加 4こ一一二主収益の増加
ここに示したものは 8個の要素がそれぞれ
相手方に 4本の手を出している。十要素説で
は5本ずつ手を出すこととなる。
資本増減の取引，費用や収益の発生取引は
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4本の手を出すかどうか。
昭和31年の沼田嘉穂教授の『簿記教科書』
(同文館〉において示す結合図はこのようで
ある。
f昔方
(1)資産の増加
(2)負債の減少
(3)資本の減少
(4)損失の発生
貸方
資産の減少 (5)
負債の増加 (6)
資本の増加 (7)
利益の発生 (8)
(4)と(8)の結合関係一一このような取引は存
在しないとL、う考え方。まことに実質的な理
解であって，名目的な取引を否定されてきて
いる。これが結合図として一般的である。こ
れは大薮・安平共編『簿記原理~ (有斐閣・
昭和54年〉にも貫いている。
資本勘定と費用・収益の結合がさらに問題
となってくる。名目勤定の規定の問題でもあ
るが，資本勘定は実体勘定か，名目勘定か。
これに一つの結合関係表がある。これは稲垣
富士男教授によって示されたものである。
資産の増加
負債の減少
資本の減少
費用の発生
資産の減少
負債の増加
資本の増加
収益の発生
「資本の減少」と「収益の発生」の結合関
係， 1"費用の発生」と「資本の増加Jの結合
関係は成立しないとし、う立場をとっている。
この結合関係は昭和37年(1962年〉の山下
勝治教授の『近代簿記論~ (千倉書房〉にお
いては，稲垣教授の点線をとりのぞいた組合
せ関係ともいえるものとなった。
この組み合せ関係においては，資産と負債
は4本の手を出すが，資本l土3本，費用・収
益は 2本の手を出すというものであった。
これは久野教授の論文によりつつ，筆者
(茂木〕が集めたものであるが，このなかか
ら実体勘定と名目勘定についての区分認識が
はっきりしてくることを知る。
資産の増加
負債の減少
資本の減少
費用の発生
資産の減少
負債の増加
資本の増加
収益の発生
この結合関係図について，久野教授は簿記
の教授法(学習法〉としてみても， 1"取引要
素の結合図とその解説は，昔も今もどうやら
無用の長物のように思えるが，いかがなもの
かj(9ページ〉とされて， 1"計算要素説は暗
唱的方法から数理的方法への過渡的なもので
あった」としづ。過渡期的=過渡的な教授法
からわが国の簿記学は，そして会計学が「科
学的」に展開する。これは複式簿記の計算構
造・本質論研究の芽があるし，会計構造論研
究の基礎を提供した。
:鳥村剛雄・田中義雄共著の商業高校の簿記
教科書『簿記会計 1~における組合せ図は興
味深く，実体・名目の二勘定系統説ともいえ
る勘定理論をみることができる。
資産の増加
負債の減少
資本の減少
費用の発生
資産の減少
負債の増加
資本の増加
収益の発生
鳥村理論においては「資産の増加j，1"資産
の減少」はそれぞれ相手方に 4本の手を出し
て， 4個の要素と結びつく。負債については借
方に記入される「減少」は貸方にある 4個の
相手方に関連するが， I資産の減少j，1"負債の
増加」と組みあわされる関連は実体取引とし
て日常的にしばしば発生するが， 1"資本の増
加」とか， 1"収益の発生」には点線で結ばれ
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て「まれにしか発生しない取引」とLづ。こ 取引の組みあわせ(関連〕図式について筆
れは従来，説明で無理をしたともいえるし， 者は，八要素説を尊重しつつ，このように画
擬制的取引だったともいえるものであった。
貸方記入である「負債の増加」についても実
線二本と擬制線二本の四本であった。
「資本」は，その増減は資産の増減に関連
するが，負債との結びつきは点線となるし，
資本相互の増減関係は同様に点線であって，
費用や収益の発生には結合関係はないとして
L情。図のように資本には一本の実線と二本
の点線とLづ三本の手が出ているのであった。
費用と収益は，その発生関係は， r費用の
発生は資産の減少J，r収益の発生は資産の増
加Jとしづ組み合わせのみともいうことがで
き，これが実線で結ばれる。費用の発生には
負債の増加が，収益の発生には負債の減少が
結びつくような取引ままれにはあるがといわ
れ，これは点線で結ばれる。これを考慮して
費用と収益の発生には二本の手を出すとされ
ている。
取引形成要因として 4本の示を出すもの，
3本のもの，そして 2本のものとなるが，さ
らに実線と点線があって，島村教授の取引関
係理解が示されている。鴬村理論においては，
資本概念の地位が低下しており，費用勘定，
収益勘定はまことに名目勘定的になっている。
動態論化傾向の強調において，簿記と会計の
思考論理の一体化指向がみられる。
取引八要素説は簿記教育における仕訳の説
明論理でもあるが，これらには物的ニ勘定学
説の資本等式論理が基底となっていることを
矢口る。
等式論理によって複記式計算機構を説明し
ようとするところに「二勘定系統論」が成立
する。シェアー学説はまことに複式簿記の本
質は基本的に対立するこ勘定体系であると L、
うことを巧妙に示したものであるが，これは
ハットフィールドてよってわが国に伝えられ
てくる。アメリカの簿記理論が5也、影響をも
っていた。
いている。
資産の増加
負債の減少
資本の減少
費用の発生
資産の減少
負債の増加
資本の増加
収益の発生
ここでは「資産(とくに現金〉の増減Jと
「費用の発生と資産の減少J，r資産の増加と
収益の発生」とし、う結合関係を重視している。
これはさらに
借方
収
〉く
費
貸方
出
ナセ
= 
というように単純化できるのではないかと考
えている。これはワルプ理論に結びつくので
はないかとも思っている。
簿記教育は理論研究を深めてゆき，今日の
勘定理論のあるべき姿をみつめることも重要
な仕事であろう。動態観がますます進展して
ゆくなかで，いつまでも物的二勘定理論であ
る必要はなかろうと思うが，一面，簿記学習
は国家試験とか，実務検定試験をめざしてい
ることも事実である。これは物的二勘定理論
が基底にあっての問題構成であるようだ。こ
の記帳技術解説論の面も尊重せねばならぬと
ころに矛盾ともみえる現実がある。
物的ニ勘定理論の展開は，久野教授の論文
で， r伝統的な成果計算志向の喪失」とし、う
資本等式の功過の問題となる。教授は「簿記
は，その出発点から， dynamicな資質をも
ったものである。成果・損益の計算志向なし
に複式簿記は成立する筈がなLリ (28ページ〉
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とされ， I資本等式説は，元来， staticな資
質をもっている。所定の時点における資本主
の(当該企業の)U財産(政〉の状態』につき，
『構成各部分』と『全体』とから把握しよう
とする」もので，そもそも損益の計算要素は
単に資本(主〉勘定を増減させるだけのもの
であった。しかしここでは利益(収益〉は資
産の増加か，負債の減少で，また損失(費用〕
は資産の減少か，負債の増加であらわされる
のであって，損益勘定系統の勘定体系におけ
る地位は不充分であった。このように認識し
たものが物的三勘定理論である。
複式簿記の昔，両替商の1211年の記録でも，
貸借の人名勘定のみとみえるなかにも貸付と
その利潤をともなった回収の記録はあった。
人名勘定，そして現金勘定のなかで名目勘定
部分が意識されていた一一ここに注目したい。
損益勘定の地位の上昇一ーそのような認識
のうちに成果学説=動的勘定学説は形成され
てくる。これは会計思考における動態観の成
立に対応するものであるが，久野教授のいう
ように簿記理論における物的二勘定学説そし
て資本等式説の出現とその認識は「まさに画
期的なものであり，筆者(久野教授〉をして
いわしめるならば，当時の会計界にとって衝
撃的ですらあったように思う J (55ページ〉
ということはその通りで，太田教授もハット
フィールドの等式説によって簿記の悟りを拓
いたようである。まことに衝撃的であったろ
う。これが，会計学界への影響は大きく，つ
いで動態、観思考がシュマーレンバッハの名と
ともに大きな衝撃を会計学界にもたらした。
その後の状況は簿記は資本等式を中心とした
静態観で，会計は動態観でとL、う状況になっ
て¥'0。この矛盾をどう考えるか。久野教授
は「両領域のテキストの類を通覧する学習者
は，殆んどその去就に迷わざるを得ないのが
現状ではあるまいかJ (55ページ〉とされる。
ここに簿記理論，簿記教育の問題点の根源が
あった。また会計理論においても。
6 むすび
簿記理論として体系化される簿記学は実学
である。これは否定すべくもない。しかしこ
れはハウ・ツー的解説論のみではなL、。ハウ
・ツーを支える基礎が問題で，ここの分析か
ら学問は出発する。
動態論的勘定理論の歩みは論理の展開をみ
るとき着実な展開をしている。これは神戸学
派といえる山下，戸田理論の展開から，関東
における木村重義・島村剛雄教授の理論の理
論形成があり，昭和50年代になると安平昭二
教授の「実体・名目二勘定系統説」と移本典
之教授の「資金的二勘定系統説J(円|当経理
と繰延経理』・同文館・昭和 56年〉の動態観
理論が展開している。
このような成果は，まことに目をみはるも
のがあるが，これが現在の学界の大勢を占め
ているとはいえない。複式簿記の計算事象を
記録し，集計して計算表を作成するための方
法の技術解説面が強調せられてきている。こ
れを計算実務把握の原理とも，一定の計算上
の目的を達成するための計算機構(計算構造〉
の原理とも接合していないのが現状である。
ここにおいて，意識的・無意識的に物的二
勘定学説が前提となっている。かつて太田哲
三教授も簿記の計算構造の基本原理として天
啓的ともし、える簿記学の悟りを聞いたのもハ
ットフィールドによる等式説であったとL寸。
これは物的二勘定学説(純財産学説〉を基礎
としている。この等式説的発想、は二勘定系統
説となって，ここに複式簿記の基本原理を数
学的に解明した。久野教授のLづ暗唱式より
数理的方法への展開で，これを確立した資本
等式説の意義は大きい。
物的二勘定学説の今日的意義一ーその評価
が現在の簿記理論の問題点であった。中村忠
教授，大薮俊哉教授は「物的二勘定学説は今
日も生きている」とLづ。簿記教育において
はまさにこれによっている。「文部省検定済」
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とL、う高校商業科の簿記教授書もこれにもと
づいた論理展開といえるが，動態観的論理，
そして仕訳の結合図式を画いたら合格するか
どうか。
「仕訳の法則」といういかめしい呼びなの
仕訳の方式の実務的約束は，物的二勘定学説
的概念で，資産，負債，資本，収益〈ニ利益)，
費用(=損費〉を規定してこの結合図として
取引八要素説をつくりあげた。この五個の基
本概念の用語は，今もなお，貸借対照表，損
益計算書の借方，貸方を規定する術語として
存在してL、る。これが物的二勘定学説はいま
も生きているということであろう。しかし，
これも歴史的に概念内容が異なってきている
のである。概念内容の発展を意識してこそ簿
記学の発展がある。
今日的な勘定理論のあり方として，物的二
勘定学説を中心とする静態観的勘定理論一一
ここには貸借対照表学説を含めてーーの方向
があり，これが勘定理論的には主流を形成し
ている。これに対して太平洋戦争後に，山下
理論を鳴矢として動態観が展開してきた。「成
果学説」としての E.Walbの理論の吟味か
ら展開してきている。山下学説に対して木村
重義・鳥村剛雄学説も展開されてきている。
木村理論は「在高・損益二勘定系統説」とみ
ずから名づけられているが，これも動態論に
収めるべき理論であった。ここで，筆者(茂
木〉はおもう一一貸借対照表学説と L寸勘定
理論はニクリッシュ以来，認められてきてい
る。これの展開として沼田嘉穂教授は，会計
上の資産・負債・資本の概念を期間計算のう
えで， i期間的貸借」の概念で規定する。そ
の場合「給付・費用説」などの真理はとり入
れるとして理論を形成される。戸田教授は
「期間貸借的勘定学説」と呼んでいるもので
ある。 i損益計算書学説」と名づけるべき分
類は勘定理論(簿記理論〉においてはないも
のだろうか。収益・費用の概念と資産・負債
.資本の概念とはいずれが勘定理論において
基底かとL、う問題であろうか。
山下，戸田理論の方向と沼田教授の示した
方向一一これが不破貞春教授においてA=P
十 K等式におけるAの動態観的理解による体
系化ともなるが一一ーがある。
A=P+Kか， A-P=Kかという問題が
簿記理論の現状においては，動態論をどう考
えるかよりも大きく意識にのぼっているよう
にもみえる。しかし，動態論的理解は会計の
「計算構造論」的理解として，笠井昭次教授
の研究に結実する方向で今日注目されてきて
いる。これも簿記理論の展開と考えている。
ここに簿記原理の基本問題について，商業
簿記について考えてきたが，資本主義の高度
に成熟した独占段階においては工業簿記を基
本とした原理形態を問題として，ここから展
開することも考えてみるべきではないかとお
もうが， どうであろうか。
計算構造論的思考が勘定理論の問題と結ぶ
ことによって，単に費用・収益のみを問題と
するようにみえる簿記理論に本来的に二勘定
系統論を再吟味した勘定理論を構成させるこ
とになるのではないか。そしてこれを教育の
次元にとり入れることが，簿記理論を豊かに
することになるのではないかと考える。
簿記の記録・計算手段としてコンビュータ
ーが登場し， iコンビュータ簿記」という言
葉が生れて久しい。手記式簿記がコンビュー
タ簿記に代るということは「複式記入」とL、
う複式簿記の本質にかかわる問題を惹起する。
さらに日常的記録過程・計算過程に手記式方
法と異なる問題点を生じ，決算手続き上にも
影響をあたえよう。これは単に形式次元の問
題ではない。これと勘定理論とのかかわりは，
経済の発展段階を背景に今後の課題となるで
あろう。
本稿では勘定理論のうえから導き出される
具体的問題，たとえば商品勘定の三分法にお
ける仕入勘定の性格規定といった問題につい
ては深くふれなかったが，筆者(茂木〉はこ
118 立教経済学研究第42巻第2号 1988年
れを資産=在高勘定と考えてL叩。木村重義 の第三辛を参照されれば幸いであるが，別稿
・鴬村剛雄教授の所説に学ぶところが大都、 を期したい。
が，これについては拙著『近代会計成立史論』
